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することは，MMの問題点及び限界を的確に指摘し，さ

らには今後のMM施策のさらなる発展可能性に寄与する

ものと考えられる． 

１．はじめに 

 

近年，モータリゼーションの進展に伴い，地球温暖化

問題や交通渋滞，交通事故といった交通問題など様々な

社会問題が発生しており，これらの問題への対応として，

自動車利用抑制は重要課題とされている．そのような中，

自動車利用抑制策の1つとして，自発的な行動変容を促

すモビリティ・マネジメント(以下，MM)が注目を浴び

ており，その効果が期待されている．このMM施策は一

人ひとりの交通行動を変容させるというものであり，そ

れ故にMM施策の実務的有効性を確保するためにはでき

るだけ多くの人々の参加を促す必要がある． 

以上の背景を踏まえ本研究では，｢自動車好き｣が他の

ドライバーと比較して行動や嗜好性にどのような違いが

あるのか実証的に明確にし，｢自動車好き｣の特性を明ら

かにする．なお，「自動車好き」については，自動車利

用に本質的な影響を及ぼすと考えられる「運転動機」の

類似したドライバーを類型化した運転動機群をあらかじ

め設定した上で，抽出している．  
 

２．本研究の特長 

しかし，MM実施において調査対象者に占める参加者

の割合が低いことが問題視されている．この要因として，

自動車の利便性ゆえに自動車利用が習慣づいており，そ

の優位性を疑わない人，｢自動車が好き｣でどんなことが

あっても自動車を使用する人の中にMMに参加しない人

が多数存在していることが考えられる．これらのMMに

参加しない人について，自動車利用の習慣強度が強い人

は適切な方策を実施すれば行動変容を起こす可能性があ

ると指摘されている

 

「自動車好き」といったように，自動車に関わる意

識（動機）に着目した研究として，自動車の「保有動

機」や｢利用動機｣を定量的に明らかにした研究3)4)があ

る．しかし，｢自動車好き｣がどのように自動車を利用し、

さらにはどのような自動車利用の抑制意思を持つのかと

いった、運転動機と自動車利用の特性を関連付けさせた

研究は見られない．さらに，自動車は生活の一部として

重要な位置を担っている中で，自動車利用と生活行動の

関連性を明らかにした研究

1)．一方「自動好き」に対しては，

見て見ぬふりをしてきたのが実情である．この根底には

個人の嗜好性は変えられないといった意識が働いた結果

であると考えられる．ただし，このような実情はMM調

査に対して反応する人が少ないという表面上のみに基づ

いており，実際に｢自動車好き｣がどのような特性を有し

ているか明確に実証しようとした試みは行われていない．

また，これまでにMMに参加する人(アンケート回答者)
を増やすためにどのような方法が効果的か分析した研究

5)は見られるが、運転動機に

関連付けて日常生活に対する意識・行動を分析した研究

は見られない． 
以上を踏まえ，本研究の特長を以下に示す． 

1） 運転動機に関する調査を軸に大規模な調査(1万人対

象)を行っており，MM調査ではサンプルの確保が

困難なドライバーのサンプルを十分に確保した上で，

「自動車好き」を抽出している． 
2)が見られるが，この研究においても，そもそもMMに

参加しない人がどのような特性を有しているかは言及さ

れていない．しかしながら，｢自動車好き｣の特性を把握 

2） どのような人がどのような運転動機を持っており,

さらに「自動車好き」なのか,というように個人属

性を関連させることで,外部観察性のある形で「自

動車好き」を抽出している．  
 *キ  ーワーズ：運転動機、交通行動、生活嗜好性 3） ドライバーの運転動機が及ぼす影響について，自動

車利用に関する調査だけでなく，普段の生活嗜好性

についても調査し，今まで捉えられていなかった運

転動機と生活嗜好性の関連性について言及している． 
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３．分析対象都市と使用データ （２）運転動機群設定の考え方 

 まず，図－1に示す自動車運転動機を問う19種類の調

査項目(調査票上では5段階回答)の集計分析から運転動

機群設定のための個人属性を表－2のように設定した． 
本研究では，自動車愛用ドライバーを抽出する前段

階として多種多様に考えられる運転動機を考慮するため，

幅広い運転動機を捉えることが可能な地域を選定する必

要がある．そこで本調査では，多様な地域を内在する岡 

次に、表－2の個人属性分類に基づいて運転動機主体

を設定した．そして，運転動機主体ごとの運転動機項目

に対する回答を主成分分析にかけて，得られた主成分得

点にクラスター分析を適用し，運転動機主体をグループ

化することで運転動機群の設定を行った． 

山県倉敷市(人口：約48万人)を分析対象都市とした． 

倉敷市は全国的に有名な美観地区を有する倉敷地区，

わが国屈指の工業地帯を有する水島地区，繊維産業の盛

んな児島地区，新興住宅地を有する庄地区・茶屋町地区，

農村地帯である船穂地区・真備地区等から成る． 

 
（３）運転動機群設定の結果 

調査の有効回答サンプル4,088のうち，18歳以上で，

かつ自由に利用できる自動車を保有している2,600サン

プルを実際の分析対象とし，表－2に示す個人属性分類

を用いて53の運転動機主体に分類した．さらに運転動機

主体ごとの運転動機項目に対する回答結果を主成分分析

にかけたところ，図－1に示す6つの主成分を得た．こ 

本研究が岡山県倉敷市において実施した個人行動・意識

調査の概要を表－1に示す． 

 

４．「自動車好き」の抽出 
 
（１）「自動車好き」抽出の流れ 

こで，本研究で着目する主成分Ⅰ軸(自動車愛用軸)につ

いて，図－1 の運転動機項目と照らし合わせながら，そ

の特徴を以下に示す． 

本研究では，「自動車好き」を抽出するため，あら

かじめどのような人(個人属性)がどのような運転動機を

有しているかというように，個人の内面に潜む運転動機

を外部観察できる運転動機群を設定した．そして，設定

された運転動機群の中から，自動車愛用意識が相対的に

高い運転動機群を抽出し，それらのグループに該当する

サンプルを「自動車好き」とした． 

１) 自動車に対する嗜好性が高い(自動車の運転が好き，

トレンド・ファッション性を求める) 
２) 自動車利用が習慣となっている 
そして、運転動機主体ごとに得られた主成分得点に

対し、クラスター分析を適用することで9つの運転動機

群を設定した(図－2)．ここでは設定された各運転動機 
 

表－1 個人行動・意識調査の概要 
調査対象 倉敷市居住者(18歳以上)

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

配布方法
対象者を無作為に抽出し、調査票を郵送。
回収においては郵送回収。

実施期間 2007年9月14日(金)～9月30日(日)
配布部数 10,000部

有効サンプル数 4,088部

調査項目

①個人属性
②運転動機
③自動車利用行動
④態度・行動変容可能性
⑤生活嗜好性

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－2 運転動機主体設定に用いた変数
項目 内容

年齢 18～29歳、30～49歳、50～64歳、65歳以上
農林漁業

業務目的で自動車利用が多い職業※1

（販売、運輸･通信）

業務目的で自動車利用が少ない職業※1

（技能工･生産工程、サービス業、
保安、事務、技術･専門、管理）

その他の職業

学生

主婦・主夫

無職・その他

性別 男性、女性
世帯人数 人数

職業

※1　業務目的における自動車利用度により分類するため、
　　　平成17年全国都市特性調査から職業別自動車原単位
　　　を算出し、分類している。

図－1 主成分分析結果 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

自動車
愛用軸

利便性
軸

必要利用
軸

ステータス
軸

随時性
軸

安心安全
軸

1 好きな時に使える ○ ○
運転が好き ○ ● ○

3 好きな所へ行ける ○ ●

気分転換になる ○

5
複数の用件を一度に
済ませられる ○

6
プライベート空間
確保可能 ○ ○ ○

天候気にしなくてよい ○ ●
電車・バスへの
乗車が面倒

○ ○

自動車に乗ることは
自己表現の一つ ○ ●

0 所要時間短い ○ ●

トレンド・ファッション
性求める ○ ●

車は安心・安全
に移動可能

○ ○ ○

多くの人・荷物
を乗せられる

○ ○ ●

14
公共交通より
安上がり ○ ○ ●

15
業務で使わざる
を得ない ○

送迎で仕方なく
利用

● ○ ○

17
親が車好きで
子供の頃から
乗っていた

○ ○

8 他に交通手段がない ○ ○

9 無意識に利用 ○ ○

4.73 3.33 2.22 1.71 1.20 1.07

24.91% 17.50% 11.68% 9.02% 6.32% 5.65%

24.91% 42.41% 54.09% 63.11% 69.44% 75.09%

○　主成分負荷量　0.6以上

 ○　主成分負荷量　0.3以上

 ●　主成分負荷量　-0.3以下

●　主成分負荷量　-0.6以下

累積寄与率

運転動機項目
概要

 固有値 

 寄与率 

主成分

2

4

7

8

9

1

11

12

13

16

1

1
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群について，その特徴を表現する名称を表－3のように

与えている． 

これらの結果から，自動車に対する愛用意識が高い

グループや自動車が必要と意識するグループなど，運転

動機に応じて様々なグループが設定されたといえる． 
 

（４）「自動車愛用好き」の抽出 
 本研究では，図－2に示す主成分Ⅰ軸(自動車愛用軸)

の主成分得点が正の値をとる運転動機群①②③④を抽出

し，これらのドライバーを「自動車好き」と定義する． 

 

５．「自動車好き」の特性 

  

「自動車好き」が他のドライバーと比較してどのよ

うな特性を有するか把握するため，設定した運転動機群

をもとに自動車利用行動，態度・行動変容可能性，生活

嗜好性に着目して分析した． 

 

（１）自動車利用行動 

「自動車好き」の自動車利用行動を把握するため，自

由利用目的の自動車運転頻度について調査した．運転動

機群別に集計した結果を図－3に示す．  

 その結果，「自動車好き」は休日に自動車を利用して

いる人が多く，休日の外出において自動車を自由に使う

というのが，「自動車好き」の特徴であると考えられる．

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方，それ以外のドライバーは「自動車好き」と比較し

て，「毎日利用している」人の割合が高いことがわかる．

しかし，「自動車好き」の中でも，運転動機群②は，

「毎日利用している」人の割合が高い．これは，②が女

性で構成されるとともに主婦の割合が高いグループであ

り，日常の買い物や送迎等で自動車を多用していること

が起因していると考えられる． 

 

（２）態度・行動変容可能性 

 「自動車好き」の1)現在の自動車運転意向，2)10年後

の自動車運転意向について，他のドライバーと比較し，

どのような差異があるのか分析することで，自動車に対

する固執性を把握した．1)2)の詳細を表－4に示す．図

－4に現在の自動車運転意向について分析した結果を，

図－5に10年後の自動車運転意向について分析した結果

を示す．また，10年後の自動車運転意向について，各運

転動機群の抑制意思を持つ人を抽出し，特に「自動車好

き」について、自動車を愛用する意識を持つ中で，なぜ

自動車利用抑制意思を持つのか把握するため，自動車利

用抑制を考える理由について調査した．分析結果を図－

6に示す． 

その結果，図－4，5より本研究で「自動車好き」と定

義した運転動機群①②③④は，他の運転動機群より現在

及び10年後の自動車利用抑制意思が低いドライバーが多

く，自動車に固執している人の割合が高いグループであ

ると考えられる．また，「自動車好き」の中でも，自動

車利用抑制の意思を持つ人の割合は運転動機群によって

異なり，特に運転動機群③④は，現在，10年後ともに自

動車利用抑制意思を持つ人の割合が低い一方で，運転動 

表－3 設定した運転動機群一覧 

   (網掛け部分は「自動車好き」を示す)  

No. 運転動機群・名称
運転動機群・

省略表記
愛用型、若年層 愛、若層

道具・愛用型、壮年女性層 道・愛、壮女層
③ 必要・愛用型、壮年男性就業者層 必・愛、壮男就層

漠然利用型、学生層 漠、学層
道具利用型、中高年女性層 道、中高年女層

⑥ 必要利用型、中高齢男性就業者層 必、中高齢男就層
ステータス型、中高齢男性就業者層 ス、中高齢男就層
ステータス・安心安全型、無職高齢層 ス・安、無高層

⑨ 運転意識希薄型、女性就業者層 意希、女就層

①

②

④
⑤

⑦
⑧

図－2 クラスター分析結果 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

自動車
愛用軸

利便性
軸

必要利用
軸

ステータス
軸

随時性
軸

安心安全
軸

① ○ ● ○ ○

② ○

○

○ ● ○

③ ○ ● ○ ○ ○

④ ○ ● ● ● ●
⑤ ● ○ ● ○

⑥ ● ○ ○

⑦ ● ○ ○ ○ ○

⑧ ● ● ○ ○ ○

⑨ ○ ● ○ ○

運転動機群
番号

主成分

●：主成分得点　－2.1以下　●：－0.7以下

○：主成分得点　2.1以上　○：0.7以上　○：0.0以上

図－3 運転動機群別・自動車運転頻度(自由利用目的) 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑨意希、女就層

(N=310)

⑧ス・安、無高層

(N=220)

⑦ス、中高齢男就層

(N=248)

⑥必、中高齢男就層
(N=384)

⑤道、中高年女層

(N=259)

④漠、学層

(N=38)

③必・愛、壮男就層

(N=296)

②道・愛、壮女層
(N=461)

①愛、若層

(N=285)

()：各有効サンプル数

自

動

車

愛

用

そ

れ

以
外

利用していない

平日週1日程度

平日週3日程度

平日週5日程度

ほぼ毎日 休日
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表－4 現在及び10年後の自動車運転抑制意思について 

内容

意思
あり

「できることなら自動車を運転したくない｣において，
「とても・まあまあ当てはまる」
と回答したサンプル

意思
なし

「できることなら自動車を運転したくない｣において，
「全く・あまり当てはまらない，どちらでもない｣
と回答したサンプル

意思
あり

10年後の自動車運転について，
「運転を止めることを考えている」，
「きっかけがあれば運転を止めるかもしれない｣，
｢運転が負担となるようなら止めるかもしれない｣，
｢止めるつもりはないが，減らすことは考えている｣
のいずれかに回答したサンプル

意思
なし

10年後の自動車運転について，
「考えたこともなかった」，
「減らすことも，止めることもない｣
のいずれかに回答したサンプル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機群②は，「自動車好き」の中では現在，10年後ともに

自動車利用抑制意思を持つ人の割合が高い．このように

「自動車好き」内でも，群を構成する個人属性の違いに

より自動車利用抑制の意思を持つ人の割合が異なること

が明らかになった． 

次に，図－6より，「自動車好き」の中でも自動車利

用抑制意思を持つ人は，自動車に関わる費用負担が強い

理由になっていることがわかる．また，地球環境への配

慮を自動車利用の抑制理由としてあげている人の割合が

高く，これは，環境意識が高まる中で自動車の利用によ

って環境負荷をかけているという罪悪感が生じているこ

とや，環境のことを考えて行動できる積極性が影響して

いると考えられる．また，｢自動車好き｣の中でも運転動 
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図－6 10年後運転削減を考える理由(複数回答) 

        (N値は各運転動機群の運転削減を考える人数) 
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当てはまらない

 

 

 

機群②は送迎利用の軽減を理由に挙げる人の割合が高 

い値となっている．一方，「自動車好き以外」の運転動

機群は，高齢化による運転の危険性や肉体的な負担を自

動車利用抑制を考える大きな理由に挙げている． 

 

（３）生活嗜好性 

「自動車好き」の生活嗜好性(環境，食生活，活動，

消費に対する意識や行動)を把握するために，生活嗜好

性項目(調査票上では5段階評価)に対する運転動機群別

の回答値の平均を調べた．その結果，運転動機群ごとに

生活嗜好性に関する回答に一定のパターンが存在するこ

とが読み取られた．この傾向をわかりやすく整理するた

め，運転動機群ごとの各生活嗜好性に対する回答平均値

をもとにクラスター分析を適用し，類似した生活嗜好性

を持つ運転動機群を4つのグループにまとめた．類似し

た運転動機群ごとの結果，及び類似した運転動機群をま

とめた結果をパフォーマンス図として図－7に示す．  

その結果，｢自動車好き｣は他のドライバーと比較し

て普段の生活における環境意識は低いことが明らかにな

った．しかし，図－6に示すように，自動車利用抑制の

意思を持つドライバーの中で，環境を理由に運転抑制を

考えるドライバーの割合はむしろ愛用意識の強い運転動 

 

 

 

機群の方が高く，普段の生活における環境意識が他の運

転動機群と比較して低くても，実際に自動車利用による 

環境負荷を考慮して自動車利用の抑制を考える割合が高 

いのは「自動車好き」であることが明らかになった．ま

た，「自動車好き」は他のドライバーと比較して食の質

や安全性に対する意識が低く，アウトドアやレジャーを

好むアクティブなグループであることが読み取れる．ま

た，普段から運動しているというドライバーの割合が少

なく健康意識が低いと考えられる．ただ，｢自動車好き｣

の中にも，生活嗜好性に違いのある群が見られる．女性

で構成され，主婦の多い運転動機群②は，他の｢自動車

好き｣の運転動機群より，同じように女性で構成される

運転動機群⑨の方が回答特性が類似していることが明ら

かになった．  

 
６．おわりに 
  
本研究では，地方中心都市である岡山県倉敷市にお

いて大規模な個人行動・意識調査を実施し，ドライバー

の有する多種多様な運転動機の中でも，自動車を愛用し

ているドライバーに着目し，他のドライバーと比較して，

どのような特性を有しているのか明らかにした． 
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図－７ ｢生活嗜好性｣項目のパフォーマンス図 
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